
JP 2011-34409 A 2011.2.17

10

(57)【要約】
【課題】電池を有さない操作端末によって使用される電
力の給電を、ユーザに不自然さを感じさせずに行うこと
が可能な、新規かつ改良された技術を提供する。
【解決手段】操作端末２００は、球状物体を有するマウ
ス４００と、圧電素子を有するとともに、ユーザが加え
た力によって前記球状物体が回転することによって生じ
るエネルギーを、圧電素子を叩くエネルギーに変換する
電力取得部２８６と、圧電素子が叩かれることによって
発生した電力を取得して蓄積する蓄電部２８２と、を備
える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　球状物体と、
　圧電素子を有するとともに、ユーザが加えた力によって前記球状物体が回転することに
よって生じるエネルギーを、前記圧電素子を叩くエネルギーに変換する電力取得部と、
　前記圧電素子が叩かれることによって発生した電力を取得して蓄積する蓄電部と、
　を備える、操作端末。
【請求項２】
　情報処理装置に実行させる処理を指定するためのコマンドを含む操作情報の入力を受け
付ける入力部と、
　前記入力部によって入力が受け付けられた前記操作情報から前記コマンドを取得するコ
マンド取得部と、
　前記コマンド取得部によって前記コマンドが取得されると前記コマンドを含むコマンド
パケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを生成するトリガパケット生成部と
、
　前記蓄電部によって蓄積された前記電力を前記送信部に供給する電力供給制御部と、
　前記電力供給制御部によって供給された前記電力を用いて、前記トリガパケット生成部
によって生成された前記トリガパケットを無線信号によって前記情報処理装置に送信する
送信部と、
　をさらに備える、請求項１に記載の操作端末。
【請求項３】
　前記トリガパケットを無線信号によって受信した前記情報処理装置から電力を供給する
ための電力供給パケットを取得する電力供給パケット取得部と、
　前記コマンドパケットを生成するコマンドパケット生成部と、
　をさらに備え、
　前記蓄電部は、
　前記電力供給パケット取得部によって取得された前記電力供給パケットから電力を取得
して蓄積し、
　前記送信部は、
　前記電力供給制御部によって供給された電力を用いて、前記コマンドパケット生成部に
よって生成された前記コマンドパケットを前記情報処理装置にさらに送信する、
　請求項２に記載の操作端末。
【請求項４】
　前記トリガパケットを無線信号によって受信した前記情報処理装置から電力を供給する
ための電力供給パケットを取得する電力供給パケット取得部、
　をさらに備え、
　前記蓄電部は、
　前記電力供給パケット取得部によって取得された前記電力供給パケットから電力を取得
して蓄積し、
　前記入力部は、
　前記球状物体と、前記ユーザからの選択信号を受け付けるための選択信号受付部と、前
記球状物体の回転方向と回転量とを検出する検出部とを備え、
　前記送信部は、
　前記電力供給制御部によって供給された電力を用いて、前記検出部によって検出された
前記球状物体の回転方向と回転量とを前記情報処理装置にさらに送信するとともに、前記
選択信号受付部によって受け付けられた前記選択信号を前記情報処理装置にさらに送信す
る、
　請求項２に記載の操作端末。
【請求項５】
　球状物体と、圧電素子を有する電力取得部と、蓄電部とを備える、操作端末の前記電力
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取得部により、ユーザが加えた力によって前記球状物体が回転することによって生じるエ
ネルギーを、前記圧電素子を叩くエネルギーに変換するステップと、
　前記蓄電部により、前記圧電素子が叩かれることによって発生した電力を取得して蓄積
するステップと、
　を含む、操作端末による処理方法。
【請求項６】
　球状物体と、圧電素子を有するとともに、ユーザが加えた力によって前記球状物体が回
転することによって生じるエネルギーを、前記圧電素子を叩くエネルギーに変換する電力
取得部と、前記圧電素子が叩かれることによって発生した電力を取得して蓄積する蓄電部
と、を備える、操作端末から、自装置が実行する処理を指定するためのコマンドを含むコ
マンドパケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを無線信号によって受信する
受信部と、
　前記受信部によって受信された前記無線信号から前記トリガパケットを取得するトリガ
パケット取得部と、
　前記トリガパケット取得部によって前記トリガパケットが取得されると電力を供給する
ための電力供給パケットを生成する電力供給パケット生成部と、
　前記電力供給パケット生成部によって生成された前記電力供給パケットを無線信号によ
って前記操作端末に送信する送信部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項７】
　コマンドパケット取得部と、処理実行部とをさらに備え、
　前記受信部は、
　前記電力供給パケットから取得された電力を用いて前記操作端末から送信された前記コ
マンドパケットをさらに受信し、
　前記コマンドパケット取得部は、
　前記受信部によって受信された前記無線信号から前記コマンドパケットを取得し、
　前記処理実行部は、
　前記コマンドパケット取得部によって取得された前記コマンドパケットに含まれるコマ
ンドによって指定される処理を実行する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　処理実行部をさらに備え、
　前記受信部は、
　前記電力供給パケットから取得された電力を用いて前記操作端末から送信された選択信
号と前記球状物体の回転方向と回転量とをさらに受信し、
　前記処理実行部は、
　前記受信部によって受信された前記選択信号と前記球状物体の回転方向と回転量とに応
じて決定されるコマンドによって指定される処理を実行する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　画面を表示する表示部と、
　前記画面内に前記コマンドに対応する領域を表示させるとともに、前記画面内において
前記受信部によって受信された前記球状物体の回転方向と回転量とに応じた位置にカーソ
ルを表示させる表示制御部と、
　をさらに備え、
　前記処理実行部は、
　前記カーソルが前記領域に存在するときに前記受信部によって前記選択信号が受信され
ると、前記コマンドによって指定される処理を実行する、
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
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　情報処理装置と操作端末とを有する情報処理システムであって、
　前記操作端末は、
　球状物体と、
　圧電素子を有するとともに、ユーザが加えた力によって前記球状物体が回転することに
よって生じるエネルギーを、前記圧電素子を叩くエネルギーに変換する電力取得部と、
　前記圧電素子が叩かれることによって発生した電力を取得して蓄積する蓄電部と、
　前記情報処理装置に実行させる処理を指定するためのコマンドを含む操作情報の入力を
受け付ける入力部と、
　前記入力部によって入力が受け付けられた前記操作情報から前記コマンドを取得するコ
マンド取得部と、
　前記コマンド取得部によって前記コマンドが取得されると前記コマンドを含むコマンド
パケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを生成するトリガパケット生成部と
、
　前記蓄電部によって蓄積された前記電力を前記送信部に供給する電力供給制御部と、
　前記電力供給制御部によって供給された前記電力を用いて、前記トリガパケット生成部
によって生成された前記トリガパケットを無線信号によって前記情報処理装置に送信する
送信部と、
　を備え、
　前記情報処理装置は、
　前記トリガパケットを前記操作端末から無線信号によって受信する受信部と、
　前記受信部によって受信された前記無線信号から前記トリガパケットを取得するトリガ
パケット取得部と、
　前記トリガパケット取得部によって前記トリガパケットが取得されると電力を供給する
ための電力供給パケットを生成する電力供給パケット生成部と、
　前記電力供給パケット生成部によって生成された前記電力供給パケットを無線信号によ
って前記操作端末に送信する送信部と、
　を備える、情報処理システム。
【請求項１１】
　受信部とトリガパケット取得部と電力供給パケット生成部と送信部とを備える情報処理
装置と、球状物体と圧電素子を有する電力取得部と蓄電部と入力部とコマンド取得部とト
リガパケット生成部と送信部とを備える操作端末と、を有する情報処理システムによる情
報処理方法であって、
　前記操作端末は、
　前記電力取得部により、ユーザが加えた力によって前記球状物体が回転することによっ
て生じるエネルギーを、前記圧電素子を叩くエネルギーに変換するステップと、
　前記蓄電部により、前記圧電素子が叩かれることによって発生した電力を取得して蓄積
するステップと、
　前記入力部により、前記情報処理装置に実行させる処理を指定するためのコマンドを含
む操作情報の入力を受け付けるステップと、
　前記コマンド取得部により、前記入力部によって入力が受け付けられた前記操作情報か
ら前記コマンドを取得するステップと、
　前記トリガパケット生成部により、前記コマンド取得部によって前記コマンドが取得さ
れると前記コマンドを含むコマンドパケットよりも小さいパケットであるトリガパケット
を生成するステップと、
　前記電力供給制御部により、前記蓄電部によって蓄積された前記電力を前記送信部に供
給するステップと、
　前記送信部により、前記電力供給制御部によって供給された前記電力を用いて、前記ト
リガパケット生成部によって生成された前記トリガパケットを無線信号によって前記情報
処理装置に送信するステップと、
　を実行し、
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　前記情報処理装置は、
　前記受信部により、前記トリガパケットを前記操作端末から無線信号によって受信する
ステップと、
　前記トリガパケット取得部により、前記受信部によって受信された前記無線信号から前
記トリガパケットを取得するステップと、
　電力供給パケット生成部により、前記トリガパケット取得部によって前記トリガパケッ
トが取得されると電力を供給するための電力供給パケットを生成するステップと、
　前記送信部により、前記電力供給パケット生成部によって生成された前記電力供給パケ
ットを無線信号によって前記操作端末に送信するステップと、
　を実行する、情報処理システムによる情報処理方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作端末、操作端末による処理方法、情報処理装置、情報処理システムおよ
び情報処理システムによる情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビなどの情報処理装置に使用されるリモコンとしては赤外線通信を用いたものが主
流であった。しかし、赤外線通信を用いたリモコンを使用した場合には、赤外線の指向性
が強いために、リモコンを情報処理装置の方向へ赤外線の発光部を向ける必要があった。
電波の指向性は比較的弱いため、近年では、電波を用いたＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ）リモコンが開発されて主流となりつつある。また、ＲＦリモコンの規格を標準
化するための試みが各団体によってなされている。
【０００３】
　例えば、近距離無線通信規格ＩＥＥＥ（登録商標）（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌ
ｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１５
．４に準拠し、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１５．４の上位に相当するネットワーク層
、セキュリティ層、アプリケーション層の仕様としてＺｉｇＢｅｅ（登録商標）が標準化
されている。ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）の仕様は、バージョン１．０としてＺｉｇＢｅｅ
（登録商標）　Ａｌｌｉａｎｃｅで承認されている。ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１５
．４は、物理層とＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層の仕様として
、ＩＥＥＥ（登録商標）の標準化委員会によってまとめられたものである。
【０００４】
　さらに、ＩＥＥＥ（登録商標）８０２．１５．４をもとに、業界団体によってＲＦリモ
コン規格ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）　ＲＦ４ＣＥ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｆ
ｏｒ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ）　ｖ１．０　ｓｐｅｃが標準化され
ている。
【０００５】
　リモコンが使用する電力としてはリモコンに内蔵される電池から供給される電力を使用
する例が多く存在していた。この電池をなくすべく、近年においては、様々な技術が提案
されている。例えば、ユーザによるボタン操作時の圧力によって発電する圧電素子を使用
して、発電により生じた電力でリモコンを起動する技術について開示がなされている（例
えば、特許文献１または特許文献２参照）。また、無線信号によってリモコンに電力を供
給する技術について開示がなされている（例えば、特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２４５１１５号公報
【特許文献２】特開２００５－１３０３９５号公報
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【特許文献３】特開２００４－１２０６４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ユーザによるボタン操作時の圧力によって発電する圧電素子を使用して
、発電により生じた電力でリモコンを起動する技術では、例えば、ユーザは、ボタンを１
回押しただけで所定の充電量に達しないと、複数回ボタンを押さなくてはならない。複数
回ボタンを押すという行為は、ユーザにとって不自然であるという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、電池を有さない操作端末によって使用される電力の給電を、ユーザに不自然さを感じ
させずに行うことが可能な、新規かつ改良された技術を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、球状物体と、圧電素子を有す
るとともに、ユーザが加えた力によって球状物体が回転することによって生じるエネルギ
ーを、圧電素子を叩くエネルギーに変換する電力取得部と、圧電素子が叩かれることによ
って発生した電力を取得して蓄積する蓄電部と、を備える、操作端末が提供される。
【００１０】
　操作端末は、情報処理装置に実行させる処理を指定するためのコマンドを含む操作情報
の入力を受け付ける入力部と、入力部によって入力が受け付けられた操作情報からコマン
ドを取得するコマンド取得部と、コマンド取得部によってコマンドが取得されるとコマン
ドを含むコマンドパケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを生成するトリガ
パケット生成部と、蓄電部によって蓄積された電力を送信部に供給する電力供給制御部と
、電力供給制御部によって供給された電力を用いて、トリガパケット生成部によって生成
されたトリガパケットを無線信号によって情報処理装置に送信する送信部と、をさらに備
えることとしてもよい。
【００１１】
　操作端末は、トリガパケットを無線信号によって受信した情報処理装置から電力を供給
するための電力供給パケットを取得する電力供給パケット取得部と、コマンドパケットを
生成するコマンドパケット生成部と、をさらに備え、蓄電部は、電力供給パケット取得部
によって取得された電力供給パケットから電力を取得して蓄積し、送信部は、電力供給制
御部によって供給された電力を用いて、コマンドパケット生成部によって生成されたコマ
ンドパケットを情報処理装置にさらに送信することとしてもよい。
【００１２】
　操作端末は、トリガパケットを無線信号によって受信した情報処理装置から電力を供給
するための電力供給パケットを取得する電力供給パケット取得部をさらに備え、蓄電部は
、電力供給パケット取得部によって取得された電力供給パケットから電力を取得して蓄積
し、入力部は、球状物体と、ユーザからの選択信号を受け付けるための選択信号受付部と
、球状物体の回転方向と回転量とを検出する検出部とを備え、送信部は、電力供給制御部
によって供給された電力を用いて、検出部によって検出された球状物体の回転方向と回転
量とを情報処理装置にさらに送信するとともに選択信号受付部によって受け付けられた選
択信号を情報処理装置にさらに送信することとしてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本発明によれば、電池を有さない操作端末によって使用される電力
の給電を、ユーザに不自然さを感じさせずに行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態に係る情報処理装置の一例としてのテレビの状態遷移図である。
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【図２】本実施形態に係る情報処理システムの概要を説明するための図である。
【図３】本実施形態に係る操作端末の一例を示す立面図である。
【図４】図３に示した操作端末のＡ－Ａ線断面図である。
【図５】本実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示す図である。
【図６】本実施形態に係る操作端末の機能構成を示す図である。
【図７】本実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成を示す図である。
【図８】本実施形態に係る操作端末のハードウェア構成を示す図である。
【図９】本実施形態に係る情報処理装置の表示部に表示される画面例を示す図である。
【図１０】本実施形態に係る情報処理システムによって実行される処理の流れを示すシー
ケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。なお、説明は以下の順序で行う。
【００１６】
１．　　第１実施形態
　１－１．　情報処理装置の一例としてのテレビの状態遷移
　１－２．　情報処理システムの概要
　１－３．　操作端末の構造（横から見た場合）
　１－４．　操作端末の構造（上から見た場合）
　１－５．　情報処理装置の機能構成
　１－６．　情報処理装置のハードウェア構成
　１－７．　操作端末の機能構成
　１－８．　操作端末のハードウェア構成
　１－９．　情報処理装置の表示部に表示される画面例
　１－１０．情報処理システムによって実行される処理の流れ
２．　　変形例
３．　　まとめ
【００１７】
＜１．第１実施形態＞
　本発明の第１実施形態について説明する。
【００１８】
［１－１．テレビの状態遷移図］
　図１は、本実施形態に係る情報処理装置の一例としてのテレビの状態遷移図である。図
１を参照して（適宜他の図参照）、本実施形態に係る情報処理装置の一例としてのテレビ
の状態遷移について説明する。
【００１９】
　図１においては、リモコンなどの操作端末の役割としては、主に、テレビの電源のＯＮ
とＯＦＦとの切り替え、チャンネルの選択などがある。図１に示すように、例えば、操作
端末の電源ＯＮのスイッチがユーザによって押下されると、操作端末が電源ＯＮ信号を送
信し、テレビが電源ＯＮ信号を受信すると、テレビの状態は、スタンバイモードＴ２００
から電源ＯＮモードＴ３００に遷移する。テレビの状態が電源ＯＮモードＴ３００である
場合に、テレビが操作端末からチャンネルの選択信号を受信すると、受信した選択信号に
基づいてテレビのチャンネルが切り替わる。同様に、テレビの状態が電源ＯＮモードＴ３
００である場合に、操作端末の音量の選択信号をテレビが受信すると、受信した選択信号
に基づいて音量の調整がなされる。
【００２０】
　テレビの状態が、スタンバイモードＴ２００および電源ＯＮモードＴ３００のいずれか
の状態である場合には、テレビは、操作端末からの無線信号によるコマンドを受信するこ
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とが可能である。テレビの状態がスタンバイモードＴ２００の場合には、電源ＯＮモード
Ｔ３００の場合よりも、テレビは、電波を受信するために使用する電力を小さくすること
が好ましい。これは、テレビの状態がスタンバイモードＴ２００の場合に消費される電力
量を小さくする要求があるからである。したがって、テレビの状態がスタンバイモードＴ
２００の場合には、テレビは、電波を受信できる状態である受信待ち状態に間欠的に遷移
することにより消費電力を小さくすることが好ましい。また、テレビに対してのみ適用さ
れることなく、操作端末から受信した電波に従って処理を行う情報処理装置は、一般的に
、受信待ち状態に間欠的に遷移することにより消費電力を小さくすることが好ましい。
【００２１】
［１－２．情報処理システムの概要］
　図２は、本実施形態に係る情報処理システムの概要を説明するための図である。図２を
参照して（適宜他の図参照）、本実施形態に係る情報処理システムの概要について説明す
る。
【００２２】
　図２に示すように、本実施形態に係る情報処理システム１０は、情報処理装置１００と
操作端末２００とを備えるものである。操作端末２００は、ユーザＵによって指定された
コマンドを無線信号ＴＥによって情報処理装置１００に送信する。情報処理装置１００は
、操作端末２００から無線信号ＴＥによって受信したコマンドに従って処理を実行する。
情報処理装置１００は、処理を実行した結果などを無線信号ＲＥによって操作端末２００
に送信することとしてもよい。
【００２３】
　操作端末２００としては、例えば、ユーザＵによる操作方向と操作量とを検出するため
の球状物体を内蔵するマウスを備えるものを使用することができる。また、操作端末は、
圧電素子を内部に有するものである。ユーザＵが加えた力によって操作端末２００がテー
ブルＴＡ上を移動し、球状物体が回転すると、操作端末２００は、回転によって生じるエ
ネルギーを、圧電素子を叩くエネルギーに変換し、圧電素子が叩かれることによって発生
した電力を取得して内部に蓄積する。操作端末２００が内部に蓄積した電力は、例えば、
情報処理装置１００に無線信号ＴＥを送信するための電力として使用することができる。
【００２４】
　操作端末２００が内部に蓄積した電力の使用については、様々なケースが想定される。
例えば、無線信号によってリモコンに電力を供給する技術（例えば、上記した特許文献３
参照）では、リモコン本体に電波から電力を取り出す機能とその電力をコンデンサ等に蓄
電する機能とを組み込む必要があると想定される。コンデンサに蓄積された電力は、リー
ク電流によって次第に消失し、必要なときに電力が足りなくなり、リモコンが信号を送信
できない場合が想定される。そこで、操作端末２００は、コンデンサに蓄積された電力を
使用して情報処理装置１００に対して以下に示すようなトリガパケットを送信するように
してもよい。
【００２５】
　操作端末２００は、ユーザＵから操作情報の入力を受け付けると、後述するコマンドパ
ケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを電波による無線信号ＴＥによって情
報処理装置１００に送信する。情報処理装置１００は、操作端末２００からトリガパケッ
トを受信すると、電力を供給するための電力供給パケットを電波による無線信号ＲＥによ
って操作端末２００に送信する。
【００２６】
　操作端末２００は、情報処理装置１００から電力供給パケットを受信すると、受信した
電力供給パケットから電力を取得するとともに取得した電力を用いて操作情報に含まれる
コマンドを含んだコマンドパケットを無線信号ＴＥによって情報処理装置１００に送信す
る。情報処理装置１００は、操作端末２００からコマンドパケットを受信し、受信したコ
マンドパケットに含まれるコマンドに従って処理を行う。
【００２７】
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　ここで、図２に示すように、情報処理装置１００は、例えば、テレビであることが想定
されるが、テレビに限定されるものではない。情報処理装置１００は、無線信号ＲＥによ
って操作端末２００に電力供給パケットを送信する機能や、操作端末２００から無線信号
ＴＥによってコマンドパケットを受信し、受信したコマンドパケットに含まれるコマンド
に従って処理を行う機能を有するものであればよい。情報処理装置１００は、例えば、テ
レビ番組の録画再生装置などであってもよい。
【００２８】
　また、操作端末２００は、例えば、上記したようなＲＦリモコンなどであることが想定
されるが、特にＲＦリモコンに限定されるものではない。操作端末２００は、例えば、ユ
ーザＵから操作情報の入力を受け付ける機能や、情報処理装置１００から無線信号ＲＥに
よって受信した電力供給パケットから電力を取得する機能、操作情報に含まれるコマンド
を含んだコマンドパケットを無線信号ＴＥによって情報処理装置１００に送信する機能を
有するものであればよい。
【００２９】
［１－３．操作端末の構造（横から見た場合）］
　図３は、本実施形態に係る操作端末の一例を示す立面図である。図３を参照して（適宜
他の図参照）、本実施形態に係る操作端末の構造（横から見た場合）について説明する。
【００３０】
　図３に示すように、操作端末２００は、少なくとも、ユーザＵの操作によって回転する
球状物体４３０と、圧電素子を有するとともにユーザＵが加えた力によって球状物体４３
０が回転することによって生じるエネルギーを、圧電素子を叩くエネルギーに変換する電
力取得部４４０とを備えるものである。図３に示すように、操作端末２００は、マウス４
００を備えており、マウス４００に球状物体４３０や、電力取得部４４０などが備えられ
ることとしてもよい。操作端末２００がマウス４００を備える場合であれば、ユーザＵは
、例えば、マウス４００をテーブルＴＡ上で移動させることによって発生するテーブルＴ
Ａと球状物体４３０との間の摩擦力によって球状物体４３０を回転させることができる。
【００３１】
　また、操作端末２００は、球状物体４３０の回転方向と回転量とを検出する検出部４５
０や、ユーザＵからの選択信号を受け付けるための選択信号受付部４６０などを備えるこ
ととしてもよい。操作端末２００がマウス４００を備える場合であれば、マウス４００が
一般的に有する検出部４５０や、選択信号受付部４６０を使用することとしてもよい。球
状物体４３０の回転方向と回転量とは、例えば、検出部４５０によって球状物体４３０が
テーブルＴＡ上を移動した距離（例えば、Ｘ軸方向およびＹ軸方向に移動した距離）とし
て検出されることとしてもよい。
【００３２】
［１－４．操作端末の構造（上から見た場合）］
　図４は、図３に示した操作端末のＡ－Ａ線断面図である。図４を参照して（適宜他の図
参照）、本実施形態に係る操作端末の構造（上から見た場合）について説明する。
【００３３】
　球状物体４３０は、例えば、表面がゴムなどによって形成されている。電力取得部４４
０は、例えば、円柱状のプラスチック部品などによって形成されており、球状物体４３０
の回転により回転運動として伝えられたエネルギーを使用して圧電素子５１０を振動させ
る。電力取得部４４０は、圧電素子５１０を直接振動させることとしてもよく、他の部品
を介して間接的に振動させることとしてもよい。間接的に振動させる場合には、電力取得
部４４０の軸の部分に突起物を追加し、電力取得部４４０の回転により突起物が回転する
ことによって、突起物が圧電素子を叩くこととしてもよい。ユーザＵは、例えば、テーブ
ルＴＡ上において操作端末２００を左右や前後などの方向に動かすことにより、操作端末
２００の内部の圧電素子５１０を振動させ、振動によって生じた電力を蓄電することがで
きる。
【００３４】
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　電力取得部４４０には、エンコーダ４８０が接続されていることとしてもよい。エンコ
ーダ４８０は、例えば、自己に接続されている電力取得部４４０の回転により、各方向へ
の回転量を検出することができる。エンコーダ４８０が複数存在する場合には、複数のエ
ンコーダ４８０によって検出された各方向への回転量が検出部４５０に出力され、検出部
４５０は、各エンコーダ４８０から出力された各方向への回転量から球状物体４３０の回
転方向および回転量を検出することができる。図４には、電力取得部４４０およびエンコ
ーダ４８０がそれぞれ３つずつ存在する例について示されているが、３つに限定されるも
のではなく、電力取得部４４０およびエンコーダ４８０のそれぞれはいくつあってもよい
。
【００３５】
［１－５．情報処理装置の機能構成］
　図５は、本実施形態に係る情報処理装置の機能構成を示す図である。図５を参照して（
適宜他の図参照）、本実施形態に係る情報処理装置の機能構成について説明する。
【００３６】
　図５に示すように、情報処理装置１００は、少なくとも、受信部１１０と、制御部１３
０と、送信部１６０とを備えるものである。また、制御部１３０は、少なくとも、パケッ
ト取得部１３２と、電力供給パケット生成部１３４とを備えるものである。
【００３７】
　受信部１１０は、アンテナなどによって構成されるものであり、自装置が実行する処理
を指定するためのコマンドを含むコマンドパケットよりも小さいパケットであるトリガパ
ケットを操作端末２００から無線信号によって受信する機能を有する。トリガパケットは
、極めて小さいパケットであればよく、例えば、プリアンブルのみによって構成されるこ
ととしてもよい。
【００３８】
　情報処理装置１００は、必要に応じて、第１受信制御部１２０を備える。第１受信制御
部１２０は、受信部１１０によって受信された無線信号に対して、必要に応じて、増幅、
フィルタリング、ダウンコンバージョンなどのアナログ処理を行うことにより、高周波信
号をベースバンド信号に周波数変換する。また、第１受信制御部１２０は、制御部１３０
がデジタル信号による処理を行う場合には、アナログ信号形式のベースバンド信号をデジ
タル形式のベースバンド信号に変換する。
【００３９】
　制御部１３０は、必要に応じて、第２受信制御部１３１を備える。第２受信制御部１３
１は、ベースバンド信号に対して、復調処理、デコード処理などを行う機能を有する。復
調処理、デコード処理については、特に限定されるものではない。
【００４０】
　トリガパケット取得部１３２１は、受信部１１０によって受信された無線信号からトリ
ガパケットを取得する機能を有する。パケット取得部１３２は、例えば、受信部１１０に
よって受信された無線信号から取得したパケットにトリガパケットを識別するためのパケ
ット識別情報が付与されている場合に、そのパケットをトリガパケットであるとしてトリ
ガパケット取得部１３２１に出力する。
【００４１】
　電力供給パケット生成部１３４は、トリガパケット取得部１３２１によってトリガパケ
ットが取得されると電力を供給するための電力供給パケットを生成する機能を有する。電
力供給パケットの大きさは特に限定されるものではなく、１つのパケットの送信によって
操作端末２００に対して供給すべき電力に応じて適宜調整することが可能である。また、
電力供給パケットは操作端末２００に電力を供給するために使用されるため、電力供給パ
ケットに含まれる情報は特に限定されるものではない。
【００４２】
　送信部１６０は、アンテナなどによって構成されるものであり、電力供給パケット生成
部１３４によって生成された電力供給パケットを無線信号によって操作端末２００に送信
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する機能を有する。送信部１６０は、受信部１１０と同一のアンテナを共有する構成とし
てもよいし、受信部１１０と別個のアンテナによって構成されることとしてもよい。
【００４３】
　制御部１３０は、必要に応じて、第１送信制御部１３８を備える。第１送信制御部１３
８は、ベースバンド信号に対して、変調処理、エンコード処理などを行う機能を有する。
変調処理、エンコード処理については、特に限定されるものではない。
【００４４】
　情報処理装置１００は、必要に応じて、第２送信制御部１５０を備える。第２送信制御
部１５０は、制御部１３０がデジタル信号による処理を行う場合には、送信対象となるデ
ジタル信号をアナログ信号に変換する。また、第２送信制御部１５０は、ベースバンド信
号をアップコンバージョンにより高周波信号に周波数変換し、送信部１６０に出力する。
【００４５】
　制御部１３０は、処理実行部１３６をさらに備えることとしてもよい。受信部１１０は
、電力供給パケットから取得された電力を用いて操作端末２００から送信された選択信号
と球状物体４３０の回転方向と回転量とをさらに受信し、処理実行部１３６は、受信部１
１０によって受信された選択信号と球状物体４３０の回転方向と回転量とに応じて決定さ
れるコマンドによって指定される処理を実行する。
【００４６】
　情報処理装置１００は、表示部１７０をさらに備え、制御部１３０は、表示制御部１３
７をさらに備えることとしてもよい。表示部１７０は、画面を表示し、表示制御部１３７
は、画面内にコマンドに対応する領域を表示させるとともに、画面内において受信部１１
０によって受信された球状物体４３０の回転方向と回転量とに応じた位置にカーソル８７
１（例えば、図９参照）を表示させる。処理実行部１３６は、カーソル８７１が領域に存
在するときに受信部１１０によって選択信号が受信されると、コマンドによって指定され
る処理を実行することとしてもよい。
【００４７】
　制御部１３０は、トリガパケット受信通知部１３３をさらに備えることとしてもよい。
トリガパケット取得部１３２１によってトリガパケットが取得されるとトリガパケットを
受信した旨を示すトリガパケット受信通知パケットを生成する機能を有する。制御部１３
０は、トリガパケット受信通知部１３３をさらに備える場合には、送信部１６０は、トリ
ガパケット受信通知部１３３によって生成されたトリガパケット受信通知パケットを無線
信号によって操作端末２００にさらに送信する。操作端末２００は、情報処理装置１００
からトリガパケット受信通知パケットを受信することによって、情報処理装置１００によ
ってトリガパケットが受信されたことを認識し、トリガパケットの送信を停止することが
できる。
【００４８】
　情報処理装置１００が電力供給パケットの送信を停止する手法については様々なものを
適用することができる。例えば、１つ目の手法としては、電力供給パケット生成部１３４
は、電力供給パケットを所定数順次に生成し、送信部１６０は、電力供給パケット生成部
１３４によって生成された所定数の電力供給パケットを無線信号によって順次に操作端末
２００に送信する手法を適用することができる。
【００４９】
　２つ目の手法として、情報処理装置１００が電力供給停止要求パケット取得部をさらに
備える手法を適用することができる。その場合には、受信部１１０は、電力供給パケット
の送信を停止する旨を示す電力供給停止要求パケットを操作端末２００から無線信号によ
ってさらに受信し、電力供給停止要求パケット取得部は、受信部１１０によって受信され
た無線信号から電力供給停止要求パケットを取得する。そして、電力供給パケット生成部
１３４は、電力供給停止要求パケット取得部によって電力供給停止要求パケットが取得さ
れるまで複数の電力供給パケットを順次に生成し、送信部１６０は、電力供給パケット生
成部１３４によって生成された複数の電力供給パケットを無線信号によって順次に操作端
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末２００に送信することとすればよい。
【００５０】
　また、３つ目の手法として、情報処理装置１００が操作端末２００からコマンドパケッ
トを取得するまで電力供給パケットを送信する手法を適用することができる。その場合に
は、情報処理装置１００は、コマンドパケット取得部１３２２をさらに備え、受信部１１
０は、電力供給パケットから取得された電力を用いて操作端末２００から送信されたコマ
ンドパケットをさらに受信する。コマンドパケット取得部１３２２は、受信部１１０によ
って受信された無線信号からコマンドパケットを取得する。電力供給パケット生成部１３
４は、コマンドパケット取得部１３２２によってコマンドパケットが取得されるまで複数
の電力供給パケットを順次に生成し、送信部１６０は、電力供給パケット生成部１３４に
よって生成された複数の電力供給パケットを無線信号によって順次に操作端末２００に送
信する。
【００５１】
　情報処理装置１００は、コマンドパケット取得部１３２２と、処理実行部１３６とをさ
らに備えることとしてもよい。その場合には、受信部１１０は、電力供給パケットから取
得された電力を用いて操作端末２００から送信されたコマンドパケットをさらに受信し、
コマンドパケット取得部１３２２は、受信部１１０によって受信された無線信号からコマ
ンドパケットを取得する。そして、処理実行部１３６は、コマンドパケット取得部１３２
２によって取得されたコマンドパケットに含まれるコマンドによって指定される処理を実
行する。パケット取得部１３２は、例えば、受信部１１０によって受信された無線信号か
ら取得したパケットにコマンドパケットを識別するためのパケット識別情報が付与されて
いる場合に、そのパケットをコマンドパケットであるとしてコマンドパケット取得部１３
２２に出力する。
【００５２】
　操作端末２００がコマンドを１つのコマンドパケットに含めて情報処理装置１００に送
信できない場合も想定される。そのような場合には、操作端末２００は、コマンドを複数
に分割して、分割して得た各コマンドを別個のパケットに含めて情報処理装置１００に送
信する必要が生じる。したがって、そのような場合には、情報処理装置１００は、記憶部
１４０と、コマンドパケット取得部１３２２によって取得されたコマンドパケットに、電
力供給パケットを再度送信する旨を示す電力再供給要求情報が付加されているか否かを判
断する電力供給判断部１３５と、をさらに備えることとしてもよい。
【００５３】
　情報処理装置１００が記憶部１４０と電力供給判断部１３５とをさらに備える場合には
、電力供給パケット生成部１３４は、電力供給判断部１３５によって電力再供給要求情報
が付加されていると判断された場合に、電力供給パケットを再度生成する。送信部１６０
は、電力供給パケット生成部１３４によって生成された電力供給パケットを無線信号によ
って操作端末２００に再度送信する。操作端末２００は、電力供給パケットを受信すれば
、受信した電力供給パケットからコマンドパケットを送信するための電力を取得すること
ができる。また、処理実行部１３６は、電力供給判断部１３５によって電力再供給要求情
報が付加されていると判断された場合には、コマンドパケット取得部１３２２によって取
得されたコマンドパケットに含まれるコマンドを記憶部１４０に記憶させる。これにより
、第１コマンドから第Ｎ－１コマンド（Ｎは２以上の整数）までが記憶部１４０に記憶さ
れたとする。処理実行部１３６は、電力供給判断部１３５によって電力再供給要求情報が
付加されていないと判断された場合に、コマンドパケット取得部１３２２によって取得さ
れたコマンドパケットに含まれる第Ｎコマンドと記憶部１４０によって記憶されている第
１コマンドから第Ｎ－１コマンドまでとを結合し、結合して得たコマンドによって指定さ
れる処理を実行する。
【００５４】
　制御部１３０は、情報処理装置１００が表示部１７０を備える場合には、表示制御部１
３７を備え、情報処理装置１００が音声出力部１８０を備える場合には、音声出力制御部
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１３９を備える。情報処理装置１００が、例えば、テレビに使用される場合には、処理実
行部１３６は、映像データを表示制御部１３７に出力するとともに音声データを音声出力
制御部１３９に出力する。表示制御部１３７は、映像データに基づいて映像を表示部１７
０に表示させ、音声出力制御部１３９は、音声データに基づいて音声を音声出力部１８０
に出力させる。
【００５５】
［１－６．操作端末の機能構成］
　図６は、本実施形態に係る操作端末の機能構成を示す図である。図６を参照して（適宜
他の図参照）、本実施形態に係る操作端末の機能構成について説明する。
【００５６】
　上記したように、操作端末２００は、少なくとも、給電部２８０を備えるものである。
給電部２８０は、少なくとも、球状物体４３０と、電力取得部４４０、蓄電部２８２とを
備えるものである。図６には、給電部２８０が、球状物体４３０を具備するマウス４００
を備える例について示されている。
【００５７】
　図６に示すように、操作端末２００は、入力部２７０と、制御部２３０と、送信部２６
０とを備えることとしてもよい。また、制御部２３０は、操作情報取得部２３３と、トリ
ガパケット生成部２３４とを備えることとしてもよく、操作情報取得部２３３は、コマン
ド取得部２３３１を備えることとしてもよい。給電部２８０は、電力供給制御部２８３を
備えることとしてもよい。
【００５８】
　入力部２７０は、例えば、ボタン操作などによってユーザＵから操作情報の入力を受け
付けることが可能なものであり、情報処理装置１００に実行させる処理を指定するための
コマンドを含む操作情報の入力を受け付ける機能を有する。
【００５９】
　コマンド取得部２３３１は、入力部２７０によって入力が受け付けられた操作情報から
コマンドを取得する機能を有する。
【００６０】
　トリガパケット生成部２３４は、コマンド取得部２３３１によってコマンドが取得され
るとコマンドを含むコマンドパケットよりも小さいパケットであるトリガパケットを生成
する。前述したように、トリガパケットは、極めて小さいパケットであればよく、例えば
、プリアンブルのみによって構成されることとしてもよい。
【００６１】
　電力供給制御部２８３は、蓄電部２８２によって蓄積された電力を送信部２６０に供給
する機能を有する。
【００６２】
　送信部２６０は、アンテナなどによって構成されるものであり、電力供給制御部２８３
によって供給された電力を用いて、トリガパケット生成部２３４によって生成されたトリ
ガパケットを無線信号によって情報処理装置１００に送信する機能を有する。送信部２６
０は、受信部２１０と同一のアンテナを共有する構成としてもよいし、受信部２１０と別
個のアンテナによって構成されることとしてもよい。
【００６３】
　制御部２３０は、必要に応じて、第１送信制御部２３８を備える。第１送信制御部２３
８は、ベースバンド信号に対して、変調処理、エンコード処理などを行う機能を有する。
変調処理、エンコード処理については、特に限定されるものではない。
【００６４】
　操作端末２００は、必要に応じて、第２送信制御部２５０を備える。第２送信制御部２
５０は、制御部２３０がデジタル信号による処理を行う場合には、送信対象となるデジタ
ル信号をアナログ信号に変換する。また、第２送信制御部２５０は、ベースバンド信号を
アップコンバージョンにより高周波信号に周波数変換し、送信部２６０に出力する。
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【００６５】
　操作端末２００は、受信部２１０と、トリガパケット送信結果取得部２３２１とをさら
に備えることとしてもよい。受信部２１０は、トリガパケットを無線信号によって受信し
た情報処理装置１００からトリガパケットを受信した旨を示すトリガパケット受信通知パ
ケットを無線信号によって受信する。トリガパケット送信結果取得部２３２１は、受信部
２１０によって受信された無線信号からトリガパケット受信通知パケットを取得する。ま
た、トリガパケット生成部２３４は、トリガパケット送信結果取得部２３２１によってト
リガパケット受信通知パケットが取得されるまで複数のトリガパケットを順次に生成し、
送信部２６０は、トリガパケット生成部２３４によって生成された複数のトリガパケット
を無線信号によって順次に情報処理装置１００に送信する。パケット取得部２３２は、例
えば、受信部２１０によって受信された無線信号から取得したパケットにトリガパケット
送信結果を識別するためのパケット識別情報が付与されている場合に、そのパケットをト
リガパケット送信結果であるとしてトリガパケット送信結果取得部２３２１に出力する。
【００６６】
　操作端末２００は、必要に応じて、第１受信制御部２２０を備える。第１受信制御部２
２０は、受信部２１０によって受信された無線信号に対して、必要に応じて、増幅、フィ
ルタリング、ダウンコンバージョンなどのアナログ処理を行うことにより、高周波信号を
ベースバンド信号に周波数変換する。また、第１受信制御部２２０は、制御部２３０がデ
ジタル信号による処理を行う場合には、アナログ信号形式のベースバンド信号をデジタル
形式のベースバンド信号に変換する。
【００６７】
　制御部２３０は、必要に応じて、第２受信制御部２３１を備える。第２受信制御部２３
１は、ベースバンド信号に対して、復調処理、デコード処理などを行う機能を有する。復
調処理、デコード処理については、特に限定されるものではない。
【００６８】
　給電部２８０は、電力供給パケット取得部２８１と、電力供給制御部２８３とをさらに
備え、制御部２３０は、コマンドパケット生成部２３５を備えることとしてもよい。その
場合、電力供給パケット取得部２８１は、トリガパケットを無線信号によって受信した情
報処理装置１００から電力を供給するための電力供給パケットを取得する。蓄電部２８２
は、電力供給パケット取得部２８１によって取得された電力供給パケットから電力を取得
して蓄積する。電力供給制御部２８３は、蓄電部２８２によって蓄積された電力を送信部
２６０に供給する。コマンドパケット生成部２３５は、コマンドパケットを生成する。送
信部２６０は、電力供給制御部２８３によって供給された電力を用いて、コマンドパケッ
ト生成部２３５によって生成されたコマンドパケットを情報処理装置１００にさらに送信
する。
【００６９】
　操作端末２００は、第２監視部２８５と、電力供給停止要求パケット生成部とをさらに
備えることとしてもよい。第２監視部２８５は、蓄電部２８２に蓄積されている電力を監
視するものである。電力供給停止要求パケット生成部は、第２監視部２８５によって電力
が所定値を超えたと判断された場合に、電力供給パケットの送信を停止する旨を示す電力
供給停止要求パケットを生成するものである。送信部２６０は、電力供給停止要求パケッ
ト生成部によって生成された電力供給停止要求パケットを情報処理装置１００にさらに送
信する。また、コマンドパケット生成部２３５は、第２監視部２８５によって電力が所定
値を超えたと判断された場合に、生成したコマンドパケットを出力することとしてもよい
。
【００７０】
　給電部２８０は、第１監視部２８４をさらに備えることとしてもよい。第１監視部２８
４は、蓄電部２８２に蓄積されている電力を監視するものである。トリガパケット生成部
２３４は、第１監視部２８４によって電力が所定値を超えたと判断された場合に、生成し
たトリガパケットを出力することとしてもよい。
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【００７１】
　操作端末２００は、コマンドを１つのコマンドパケットに含めて送信できない場合があ
る。その場合には、コマンドパケット生成部２３５は、コマンドを複数に分割し、分割し
て得た複数のコマンドを先頭から順に第１コマンドから第Ｎコマンド（Ｎは２以上の整数
）までとする。コマンドパケット生成部２３５は、第１コマンドから第Ｎ－１コマンドに
は電力供給パケットを再度送信する旨を示す電力再供給要求情報を付加して第１コマンド
パケットから第Ｎ－１コマンドパケットとするとともに第Ｎコマンドには電力再供給要求
情報を付加せずに第Ｎコマンドパケットとする。送信部２６０は、コマンドパケット生成
部２３５によって生成された第１コマンドパケットから第Ｎコマンドパケットまでを順次
に情報処理装置１００に送信する。
【００７２】
　制御部１３０は、情報処理装置１００が表示部１７０を備える場合には、表示制御部１
３７を備え、情報処理装置１００が音声出力部１８０を備える場合には、音声出力制御部
１３９を備える。情報処理装置１００が、例えば、テレビに使用される場合には、処理実
行部１３６は、映像データを表示制御部１３７に出力するとともに音声データを音声出力
制御部１３９に出力する。表示制御部１３７は、映像データに基づいて映像を表示部１７
０に表示させ、音声出力制御部１３９は、音声データに基づいて音声を音声出力部１８０
に出力させる。
【００７３】
　操作端末２００は、記憶部２４０を備えることとしてもよい。記憶部２４０は、例えば
、プログラムやデータを記憶するために使用することが可能である。
【００７４】
［１－７．情報処理装置のハードウェア構成］
　図７は、本実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成を示す図である。図７を参
照して（適宜他の図参照）、本実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成について
説明する。なお、図７は、情報処理装置１００をテレビに適用した場合のハードウェア構
成例について示したものである。したがって、情報処理装置１００をテレビ以外の機器に
適用する場合には、図７に示したハードウェア構成のうち、適宜必要な構成を選択して具
備することが可能である。
【００７５】
　図７に示すように、情報処理装置１００は、アンテナ８１０、アナログ部８２１、ＤＡ
／ＡＤ変換部８２２、制御装置８３０、記憶装置８４０、電源制御回路８９１、アンテナ
８９２、アナログ部８９３、ＡＤ変換部８９４、バッファ部８９６、音声映像処理部８９
７、Ｉ／Ｆ（ＩｎｔｅｒＦａｃｅ）８９８、音声出力装置８８０、表示装置８７０、操作
画面表示制御部８９５などを備えるものである。
【００７６】
　アンテナ８１０は、例えば、受信部１１０の一例として機能するものであり、操作端末
２００から電波により送信された無線信号を受信し、アナログ部８２１に出力する機能を
有する。また、アンテナ８１０は、例えば、送信部１６０の一例として機能するものであ
り、アナログ部８２１から出力された高周波信号を電波により無線信号として送信する機
能を有する。
【００７７】
　アナログ部８２１は、例えば、第１受信制御部１２０の一例として機能するものであり
、アンテナ８１０から出力された高周波信号をベースバンド信号に周波数変換してＤＡ／
ＡＤ変換部８２２に出力する。また、アナログ部８２１は、第２送信制御部１５０の一例
として機能するものであり、ＤＡ／ＡＤ変換部８２２から出力されたベースバンド信号を
高周波信号に変換してアンテナ８１０に出力する。
【００７８】
　ＤＡ／ＡＤ変換部８２２は、第１受信制御部１２０の一例として機能するものであり、
アナログ部８２１から出力されたアナログ信号形式のベースバンド信号をデジタル形式の
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ベースバンド信号に変換してデジタル部８３１に出力する。また、ＤＡ／ＡＤ変換部８２
２は、第２送信制御部１５０の一例として機能するものであり、デジタル部８３１から出
力されたデジタル形式のベースバンド信号をアナログ信号のベースバンド信号に変換して
アナログ部８２１に出力する。
【００７９】
　制御装置８３０は、制御部１３０の一例として機能するものであり、例えば、ＣＰＵ（
Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）やＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などによって構成され、記憶装置８４０によって記憶されているプ
ログラムを読み込んでＲＡＭに展開し、ＲＡＭに展開したプログラムを実行することによ
ってその機能が実現される。また、制御装置８３０は、例えば、専用の回路によって構成
されることとしてもよい。制御装置８３０は、デジタル部（変復調／エンコード／デコー
ド処理部）８３１と、命令理解部８３２と、デジタル部（復調／デコード処理部）８３３
とを備える。
【００８０】
　デジタル部８３１は、例えば、第２受信制御部１３１の一例として機能するものであり
、ＤＡ／ＡＤ変換部８２２から出力されたデジタル形式のベースバンド信号に対して、復
調処理、デコード処理などを行い、命令理解部８３２に出力する。また、デジタル部８３
１は、第１送信制御部１３８の一例として機能するものであり、命令理解部８３２から出
力されたデジタル形式のベースバンド信号に対して、変調処理、エンコード処理などを行
い、ＤＡ／ＡＤ変換部８２２に出力する。
【００８１】
　記憶装置８４０は、記憶部１４０の一例として機能するものであり、例えば、ＨＤＤ（
Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの不揮発性のメモリによって構成されるものであ
る。記憶装置８４０は、制御部１３０がＣＰＵやＲＡＭなどによって構成される場合には
、制御部１３０が実行するためのプログラムや、制御部１３０によるプログラムの実行に
際して使用される各種データを記憶する機能を有するものである。
【００８２】
　命令理解部８３２は、パケット取得部１３２の一例として機能するものであり、デジタ
ル部８３１から出力された信号から命令を取り出して、取り出した命令を理解し、理解し
た命令に基づいて、各ブロックに信号を出力する。命令理解部８３２は、例えば、理解し
た命令が電源をＯＮ／ＯＦＦに切り替える旨を示すものであれば、電源制御回路８９１に
電源ＯＮ／ＯＦＦ制御信号を出力する。また、命令理解部８３２は、例えば、理解した命
令がチャンネル選択を示すものであれば、ＡＤ変換部８９４、デジタル部８３３、操作画
面表示制御部８９５などにチャンネル選択信号を出力する。さらに、命令理解部８３２は
、例えば、理解した命令が音量調整を示すものであれば、音声映像処理部８９７に音量調
整制御信号を出力する。
【００８３】
　また、命令理解部８３２は、理解した命令が、選択信号と球状物体４３２の回転方向と
回転量とである場合には、選択信号と球状物体４３２の回転方向と回転量とに基づいて決
定されるコマンドを信号によって各ブロックに出力する。命令理解部８３２は、例えば、
球状物体４３２の回転方向と回転量とに基づいて、画面上の位置を特定し、特定した位置
が、選択信号を入力したタイミングで画面上のコマンド選択用の領域に存在すると判断し
た場合に、そのコマンドを信号によって各ブロックに出力する。
【００８４】
　電源制御回路８９１は、主電源ボタンを備えており、ユーザＵなどによって主電源ボタ
ンが押下されると、ＡＣ（Ａｌｔｅｒｎａｔｉｎｇ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）電源から電力を取
得し、取得した電力を、アンテナ８１０、アンテナ８９２などに供給する。
【００８５】
　アンテナ８９２は、情報処理装置１００において処理されるデータの一例としての番組
データ信号を放送局などから受信し、アナログ部８９３に出力する。
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【００８６】
　アナログ部８９３は、アンテナ８９２から出力された高周波信号をベースバンド信号に
周波数変換してＡＤ変換部８９４に出力する。
【００８７】
　ＡＤ変換部８９４は、命令理解部８３２から出力されたチャンネル選択信号に基づいて
、アナログ部８９３から出力されたアナログ信号形式のベースバンド信号からチャンネル
選択信号が示すチャンネルによって指定される周波数の信号を取り出し、取り出した信号
をデジタル形式のベースバンド信号に変換してデジタル部８３３に出力する。
【００８８】
　デジタル部８３３は、命令理解部８３２から出力されたチャンネル選択信号に基づいて
、ＡＤ変換部８９４から出力されたデジタル形式のベースバンド信号に対して、復調処理
、デコード処理などを行い、音声映像信号としてバッファ部８９６に出力する。
【００８９】
　バッファ部８９６は、デジタル部８３３から出力された音声映像信号を一時的に蓄積す
る機能を有する。バッファ部８９６に一時的に蓄積された音声映像信号は音声映像処理部
８９７によって適宜取り出される。
【００９０】
　音声映像処理部８９７は、バッファ部８９６から音声映像信号を取り出し、取り出した
音声映像信号から音声信号と映像信号とを分離する。音声映像処理部８９７は、分離して
得た音声信号に対して、バッファ部８９６から命令理解部８３２から出力された音量調整
制御信号に基づいて、音量を調節する処理を行い、映像信号と音量調節後の音声信号とを
Ｉ／Ｆ８９８に出力する。
【００９１】
　操作画面表示制御部８９５は、命令理解部８３２から出力されたチャンネル選択信号に
基づいて、表示すべきチャンネル番号、チャンネル番号の表示位置などの情報を特定し、
特定したチャンネル番号、チャンネル番号の表示位置などの情報をＩ／Ｆ８９８に出力す
る。
【００９２】
　Ｉ／Ｆ８９８は、音声映像処理部８９７から出力された音声信号を、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇ
ｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）などを介して
音声出力装置８８０に出力する。また、Ｉ／Ｆ８９８は、音声映像処理部８９７から出力
された映像信号を、ＨＤＭＩなどを介して表示装置８７０に出力する。Ｉ／Ｆ８９８は、
操作画面表示制御部８９５からチャンネル番号、チャンネル番号の表示位置などの情報に
基づいて作成したチャンネル番号などを映像信号に重畳する。
【００９３】
　表示装置８７０は、表示部１７０の一例として機能するものであり、Ｉ／Ｆ８９８から
出力された映像信号に基づいて映像を出力する機能を有する。
【００９４】
　音声出力装置８８０は、音声出力部１８０の一例として機能するものであり、Ｉ／Ｆ８
９８から出力された音声信号に基づいて音声を出力する機能を有する。
【００９５】
［１－８．操作端末のハードウェア構成］
　図８は、本実施形態に係る操作端末のハードウェア構成を示す図である。図８を参照し
て（適宜他の図参照）、本実施形態に係る操作端末のハードウェア構成について説明する
。なお、図８は、操作端末２００のハードウェア構成の一例について示したものである。
したがって、図８に示したハードウェア構成のうち、適宜必要な構成を選択して具備する
ことが可能である。
【００９６】
　図８に示すように、操作端末２００は、給電装置９８０、制御装置９３０、記憶装置９
４０、入力装置９７０、ＤＡ／ＡＤ変換部９２０、アナログ部９２１、アンテナ９１０な
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どを備えるものである。給電装置９８０は、アンテナ９８１、接地点９８２、整流子９８
３、接地点９８４、整流子９８５、コイル９８６、コンデンサ９８７、第１電圧監視レギ
ュレータ回路９８９、第２電圧監視レギュレータ回路９９０、レギュレータ９９１などを
備えるものである。給電装置９８０は、この他に、圧電素子９９２を備えるとともに、球
状物体４３２を備えるマウス４００などを備えるものである。
【００９７】
　アンテナ９８１は、電力供給パケット取得部２８１の一例として機能するものであり、
情報処理装置１００から送信された電波による無線信号を受信するものである。アンテナ
９８１によって受信された電波による無線信号は、整流子９８３によって半波整流波に変
換され、変換された半端整流波がコンデンサ９８７に流れ込むことによって、コンデンサ
９８７に電力が蓄積される。コンデンサ９８７の容量は、パケットを送信するための電力
が蓄積できる程度の大きさであればよく、コンデンサ９８７としては、チップコンデンサ
などを使用することができる。
【００９８】
　コンデンサ９８７に蓄積されている電力は、第１電圧監視レギュレータ回路９８９およ
び第２電圧監視レギュレータ回路９９０による電圧監視によって監視される。第１電圧監
視レギュレータ回路９８９は、第１監視部２８４の一例として機能し、第２電圧監視レギ
ュレータ回路９９０は、第２監視部２８５の一例として機能するものである。レギュレー
タ９９１は、第１電圧監視レギュレータ回路９８９によってコンデンサ９８７に蓄積され
ている電力が所定値を超えたと判断された場合に、アンテナ９１０に電力を供給する。ま
た、レギュレータ９９１は、第２電圧監視レギュレータ回路９９０によってコンデンサ９
８７に蓄積されている電力が所定値を超えたと判断された場合に、アンテナ９１０に電力
を供給する。
【００９９】
　制御装置９３０は、制御部２３０の一例として機能するものであり、例えば、ＣＰＵや
ＲＡＭなどによって構成され、記憶装置９４０によって記憶されているプログラムを読み
込んでＲＡＭに展開し、ＲＡＭに展開したプログラムを実行することによってその機能が
実現される。また、制御装置９３０は、例えば、専用の回路によって構成されることとし
てもよい。制御装置９３０は、デジタル部（変復調／エンコード／デコード処理部）９３
１を備える。
【０１００】
　デジタル部９３１は、例えば、第１送信制御部２３６の一例として機能するものであり
、制御装置９３０内で生成された各種パケットなどのデジタル形式のベースバンド信号に
対して、変調処理、エンコード処理などを行い、ＤＡ／ＡＤ変換部９２０に出力する。
【０１０１】
　ＤＡ／ＡＤ変換部９２０は、第２送信制御部２５０の一例として機能するものであり、
デジタル部８３１から出力されたデジタル形式のベースバンド信号をアナログ信号のベー
スバンド信号に変換してアナログ部９２１に出力する。
【０１０２】
　アナログ部９２１は、例えば、第２送信制御部２５０の一例として機能するものであり
、ＤＡ／ＡＤ変換部９２０から出力されたベースバンド信号を高周波信号に変換してアン
テナ９１０に出力する。
【０１０３】
　アンテナ９１０は、例えば、送信部２６０の一例として機能するものであり、アナログ
部９２１から出力された高周波信号を電波により無線信号として送信する機能を有する。
【０１０４】
　記憶装置９４０は、記憶部２４０の一例として機能するものであり、例えば、不揮発性
のメモリによって構成されるものである。記憶装置９４０は、制御部２３０がＣＰＵやＲ
ＡＭなどによって構成される場合には、制御部２３０が実行するためのプログラムや、制
御部２３０によるプログラムの実行に際して使用される各種データを記憶する機能を有す
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るものである。
【０１０５】
　入力装置９７０は、入力部２７０の一例として機能するものであり、例えば、ボタン操
作によりユーザＵから情報の入力を受け付けることが可能なものである。
【０１０６】
［１－９．情報処理装置の表示部に表示される画面例］
　図９は、情報処理装置の表示部に表示される画面例を示すシーケンス図である。図９を
参照して（適宜他の図参照）、情報処理装置の表示部に表示される画面例について説明す
る。
【０１０７】
　ユーザＵは、操作端末２００を動かし、所定の箇所で、選択信号受付部４６０をクリッ
クすることにより、図９に示した画面上でチャンネルを選択したり、音量を調整したり、
情報処理装置１００の電源ＯＮ／ＯＦＦの操作を行なうことができる。画面内には、コマ
ンドに対応する領域として、チャンネル１～１２や、音量大、音量小、電源ＯＮ、電源Ｏ
ＦＦなどが表示されている。
【０１０８】
［１－１０．情報処理システムによって実行される処理の流れ］
　図１０は、情報処理システムによって実行される処理の流れを示すシーケンス図である
。図１０を参照して（適宜他の図参照）、情報処理システムによって実行される処理の流
れについて説明する。
【０１０９】
　図１０に示すように、操作端末２００は、蓄電部２８２に所定量以上の電力が蓄えられ
ているか否かを判断する（ステップＳ１０１）。操作端末２００は、蓄電部２８２に所定
量以上の電力が蓄えられていないと判断した場合には（ステップＳ１０１で「Ｎｏ」）、
ユーザＵによるマウス４００の移動操作により電力を取得して（ステップＳ１０２）、ス
テップＳ１０３に進む。操作端末２００は、蓄電部２８２に所定量以上の電力が蓄えられ
ていると判断した場合には（ステップＳ１０１で「Ｙｅｓ」）、トリガパケットを情報処
理装置１００に送信する（ステップＳ１０３）。
【０１１０】
　情報処理装置１００は、操作端末２００からトリガパケットを受信し（ステップＳ１０
４）、操作画面を表示部１７０に表示させる（ステップＳ１０５）。続いて、情報処理装
置１００は、電力供給パケットを間欠的に操作端末２００に送信する（ステップＳ１０６
）。
【０１１１】
　操作端末２００は、情報処理装置１００から送信された電力供給パケットを間欠的に受
信し（ステップＳ１０７）、受信した電力供給パケットから電力を取得する（ステップＳ
１０８）。操作端末２００は、ユーザＵによるマウス４００の移動操作により電力を取得
する。操作端末２００は、ステップＳ１０８またはステップＳ１０９において取得した電
力を用いて、コマンドパケットを情報処理装置１００に送信する（ステップＳ１１０）。
【０１１２】
　情報処理装置１００は、操作端末２００からコマンドパケットを受信すると（ステップ
Ｓ１１１）、受信したコマンドパケットに含まれるコマンドによって指定される処理を実
行する（ステップＳ１１２）。
【０１１３】
＜２．変形例＞
　なお、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【０１１４】
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　例えば、本実施形態においては、ユーザＵが操作端末２００を移動させることによって
球状物体４３２を回転させ、回転によって生じるエネルギーを使用して発電することとし
たが、モータなどを用いて発電することとしてもよい。
【０１１５】
　また、本実施形態においては、操作端末２００は、通常のマウスのように、選択信号受
付部４６０を有し、ユーザＵが選択信号受付部４６０をクリックすることによって画面の
該当箇所を選択できることとしたが、操作端末２００自体が、通常のリモコンに備えられ
ているボタンと同等の数のボタンを有することとしてもよい。
【０１１６】
＜３．まとめ＞
　第１実施形態によれば、電池を有さない操作端末によって使用される電力の給電を、ユ
ーザに不自然さを感じさせずに行うことが可能となる。無電源の操作端末に対して自然な
操作により給電を行い、給電された操作端末により、テレビやパーソナルコンピュータな
どの情報処理装置を操作することが可能となる。
【０１１７】
　また、操作端末の電力が完全になくなった場合でも、自然な動きで電力を再給電するこ
とが可能である。情報処理装置の表示部にコマンドを指定するための領域（リモコンボタ
ンなど）を表示することにより、自然なユーザインタフェースを提供することが可能とな
る。
【符号の説明】
【０１１８】
　１０　　情報処理システム
　１００　情報処理装置
　１１０　受信部
　１３０　制御部
　１３２　パケット取得部
　１３２１　トリガパケット取得部
　１３２２　コマンドパケット取得部
　１３３　トリガパケット受信通知部
　１３４　電力供給パケット生成部
　１３５　電力供給判断部
　１３６　処理実行部
　１４０　記憶部
　１６０　送信部
　１７０　表示部
　２００　操作端末
　２１０　受信部
　２３０　制御部
　２３２　パケット取得部
　２３２１　トリガパケット送信結果取得部
　２３３　操作情報取得部
　２３３１　コマンド取得部
　２３４　トリガパケット生成部
　２３５　コマンドパケット生成部
　２６０　送信部
　２７０　入力部
　２８０　給電部
　２８１　電力供給パケット取得部
　２８２　蓄電部
　２８３　電力供給制御部



(21) JP 2011-34409 A 2011.2.17

　４３２　球状物体
　４４０　電力取得部
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